
中
世
の
人
々
の
営
み
を
細
部
に
い
た
る
ま
で
活
写
！

至
宝
の
絵
巻
を
高
精
細
カ
ラ
ー
版
で
刊
行

第
十
一
輯
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編

【
編
集
委
員
・
解
説
】
土（東京

国
立
博
物
館

　絵
画
・
彫
刻
室
長
）

屋
貴
裕

絵
巻
全
4
冊
２
０
２
４
年
12
月
刊
行
開
始

定
期
予
約
・
分
売
予
約
募
集
！

YAGI BOOK STORE LTD.

SONKEIKAKU ZENPON EIINSHUSEI EMAKI
A Facsimile series of important classics in the Sonkeikakubunko.

荏
【
重
要
文
化
財
】柄

天
神
縁
起

（
え
が
ら
て
ん
じ
ん
え
ん
ぎ
）

一
【
重
要
文
化
財
】

遍
聖
絵
一
・
二

（
い
っ
ぺ
ん
ひ
じ
り
え
）

豊
【
重
要
文
化
財
】明

絵
草
紙

（
と
よ
の
あ
か
り
え
ぞ
う
し
）・

祭
【
重
要
文
化
財
】礼

草
紙

（
さ
い
れ
い
ぞ
う
し
）

�

�
・
��

＝
巻
一
・
二
・
四
・
九
～
十
二
／
後
代
補
巻
＝
巻
三
・
七
・
八
甲
・
八
乙

内容見本



尊
経
閣
文
庫
に
つ
い
て

　「
尊
経
閣
文
庫
」
は
正
式
に
は
公
益
財
団
法

人
前
田
育
徳
会
の
通
称
で
あ
る
。
前
田
育
徳
会

の
前
身
で
あ
る
育
徳
財
団
は
、
大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）
二
月
二
十
六
日
、
加
賀
前
田
家
第

十
六
代
当
主
前
田
利
為
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。「
尊

経
閣
文
庫
」
は
、
収
蔵
品
の
中
核
と
も
い
う
べ
き

第
五
代
当
主
前
田
綱
紀
の
蔵
書
名
「
尊
経
閣
蔵

書
」
に
因
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
文
庫

が
収
蔵
・
管
理
す
る
文
化
財
は
、
大
別
し
て
美
術

工
芸
品
・
典
籍
文
書
類
・
建
造
物
か
ら
成
り
、
そ

の
う
ち
国
指
定
文
化
財
は
、
国
宝
二
十
二
件
・
重

要
文
化
財
七
十
七
件
を
数
え
、
わ
が
国
の
特
殊
図

書
館
（
古
典
文
庫
）
の
中
で
は
質
量
と
も
に
群
を

抜
い
て
い
る
。
架
蔵
す
る
典
籍
文
書
類
は
、
国
書

約
七
千
五
百
部
、
漢
籍
約
四
千
百
部
、
古
文
書
約

三
千
五
百
点
を
数
え
、
一
定
条
件
の
も
と
で
研
究

者
の
閲
覧
に
供
し
て
い
る
。

　

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
二
月

二
十
六
日
に
、
前
田
家
第
十
六
代
御
当
主
で
あ
っ
た
前
田
利
為
侯
が

設
立
し
た
公
益
財
団
法
人
で
す
。
利
為
侯
は
大
正
十
二
年
の
関
東
大

震
災
に
よ
り
多
く
の
文
化
財
が
焼
失
し
た
こ
と
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
前
田
家
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
確
実
に
伝
え

る
こ
と
を
意
図
し
て
財
団
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

当
初
財
団
の
目
的
は
、
加
賀
前
田
家
に
伝
来
す
る
貴
重
な
古
典
籍

を
原
装
複
製
し
て
研
究
機
関
等
に
広
く
無
償
頒
布
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
『
尊
経
閣
叢
刊
』
が
刊
行
さ
れ
、
そ

の
数
は
大
正
十
五
年
六
月
の
『
古
語
拾
遺
』
か
ら
昭
和
二
十
七
年
七

月
の
『
建
治
三
年
記
』
ま
で
六
十
四
点
に
及
び
、現
在
で
も
国
文
学
・

歴
史
学
な
ど
の
研
究
資
料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
財
団
は
前
田
家
よ
り
所
蔵
文
化
財
の
寄
贈
を
受
け
、
そ

の
保
存
管
理
が
主
要
な
事
業
に
な
り
ま
し
た
が
、平
成
に
入
っ
て『
尊

経
閣
叢
刊
』
を
引
き
継
ぐ
複
製
刊
行
事
業
が
企
画
さ
れ
、
八
木
書
店

の
御
協
力
を
得
て
、『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
』
の
編
纂
刊
行
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
十
二
月
の
第
一
輯
第
一

冊
『
西
宮
記
』
の
刊
行
以
来
、
専
門
研
究
者
の
御
尽
力
を
賜
り
な
が

ら
、
全
十
輯
計
八
十
八
冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
』
第
十
一
輯
と
し
て
、
財

団
が
所
蔵
す
る
中
世
絵
巻
物
「
荏
柄
天
神
縁
起
」「
一
遍
聖
絵
」「
豊

明
絵
草
紙
」「
祭
礼
草
紙
」（
い
ず
れ
も
重
要
文
化
財
）
の
四
点
を
、

高
精
細
カ
ラ
ー
版
で
影
印
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
絵
画
作

品
の
影
印
刊
行
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
四
点
い
ず
れ
も
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
公
開
す
る
機
会
の
少
な
か
っ
た
絵
巻
物
に
な
り
ま
す
。
こ

の
出
版
を
契
機
と
し
て
、
美
術
史
・
歴
史
学
を
は
じ
め
と
す
る
研
究

の
進
展
に
寄
与
で
き
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
、
第
十
一
輯
の
編
集
委
員
及
び
解
説
執
筆
を
お
引
き
受
け

下
さ
っ
た
土
屋
貴
裕
先
生
、『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
』
刊
行
継
続

に
御
理
解
・
御
協
力
下
さ
っ
た
八
木
書
店
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

前
田
育
徳
会

尊
経
閣
文
庫
理
事
長

　

刊
行
の
辞　
　
　
　
　

�

石
田
寛
人　

　

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
と
い
え
ば
、
古
典
籍
類
を
中
心
に
、
貴
重
書
の
宝
庫

と
し
て
、
国
文
学
や
歴
史
学
の
分
野
で
は
著
名
な
存
在
だ
ろ
う
。
い
っ
ぽ
う
で
、

同
文
庫
に
は
多
く
の
絵
画
作
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
今
般
、
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
四
つ

の
絵
巻
作
品
は
、
尊
経
閣
文
庫
を
代
表
す
る
絵
画
作
品
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
日

本
の
中
世
絵
画
史
を
考
え
る
上
で
も
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
作
品
で
あ
る
。

　

荏
柄
天
神
縁
起
は
、
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
の
伝
本
の
一
つ
で
、
も
と
は
鎌
倉
・

荏
柄
天
神
社
に
伝
来
し
た
。
前
田
家
は
菅
原
姓
を
名
乗
っ
た
た
め
天
神
信
仰
が
篤

く
、
そ
の
ゆ
か
り
か
ら
前
田
家
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
尊
経
閣
文
庫
の

絵
巻
作
品
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
は
巻
頭
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
で

あ
る
。

　

一
遍
聖
絵
は
、
国
宝
の
同
作
品
（
神
奈
川
・
清
浄
光
寺
、
東
京
国
立
博
物
館
）
と

き
わ
め
て
深
い
関
係
に
あ
る
作
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
国
宝
本
と
詞
書
や

絵
の
構
図
等
、
ほ
ぼ
同
様
の
構
成
だ
が
、
細
部
に
お
い
て
異
な
る
箇
所
も
あ
る
。

国
宝
本
の
草
稿
本
、
転
写
本
と
い
っ
た
説
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
点

も
こ
の
度
の
刊
行
に
よ
り
大
き
く
研
究
が
進
む
こ
と
だ
ろ
う
。

　

豊
明
絵
草
紙
は
、
類
本
の
な
い
鎌
倉
時
代
の
白
描
絵
巻
。
鎌
倉
時
代
に
は
白

描
の
物
語
絵
巻
の
優
品
が
数
多
く
制
作
さ
れ
た
が
、
本
作
は
そ
う
し
た
白
描
絵
巻

絶
頂
期
か
ら
や
や
時
代
を
お
い
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
後
世

の
補
筆
等
が
一
部
に
確
認
さ
れ
る
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
描
線
を
丁
寧
に
た
ど
る
な

ら
ば
、
本
作
が
ま
さ
に
絶
頂
期
の
白
描
絵
巻
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
る
と
思

う
。
詳
細
な
画
像
で
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

　

祭
礼
草
紙
は
、
詞
書
の
な
い
、
祭
礼
行
列
を
中
心
と
し
た
作
品
。
小
絵
と
呼

ば
れ
る
、
通
常
の
絵
巻
の
半
分
ほ
ど
の
サ
イ
ズ
の
作
品
だ
が
、
小
さ
な
画
面
に
抜

か
り
な
く
描
か
れ
た
描
写
に
は
驚
く
ほ
ど
多
く
の
情
報
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
室

町
時
代
中
期
土
佐
派
の
手
に
な
る
も
の
と
推
察
さ
れ
、
茶
道
や
芸
能
の
み
な
ら
ず
、

絵
画
史
上
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
作
品
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
絵
巻
作
品
は
、
戦
前
に
刊
行
さ
れ
た
尊
経
閣
叢
刊
で
一
部
の
作
品
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、
全
巻
の
詳
細
な
画
像
は
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
。

今
回
の
集
成
で
は
、
高
精
細
撮
影
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
基
づ
き
、
各
作
品
の

大
型
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
画
像
は
絵
画
史
の
み
な
ら
ず
、
周
辺

分
野
の
研
究
に
お
い
て
も
大
い
に
資
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
刊
行
を
企
画
さ

れ
た
前
田
育
徳
会
に
謝
意
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
学
恩
を
ぜ
ひ
多
く
の

方
々
と
分
か
ち
合
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

尊経閣文庫の絵巻 ―特長と見どころ―
東京国立博物館　絵画・彫刻室長

土 屋 貴 裕

一遍聖絵 巻四【重要文化財】

豊明絵草紙【重要文化財】祭礼草紙【重要文化財】

荏柄天神縁起【重要文化財】　巻下 第五段 官位追贈の事



荏え

柄が
ら

天て
ん

神じ
ん

縁え
ん

起ぎ
　

三
巻　

鎌
倉
時
代　

元
応
元
年
（
一
三
一
九
）
奥
書　

重
要
文
化
財

　

菅
原
道
真
の
生
涯
と
北
野
社
（
現
在
の
北
野
天
満
宮
）
創
建
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
描
く
北

野
天
神
縁
起
絵
巻
の
一
本
。「
荏
柄
天
神
縁
起
」
の
名
称
は
、
も
と
鎌
倉
の
荏
柄
社
に
伝
来
し

た
北
野
天
神
縁
起
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
元
禄
年
間
ご
ろ
に
同
社
の
別
当
一
乗
院
か

ら
前
田
家
に
入
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
上
中
下
三
巻
か
ら
な
っ
て
お
り
、
上
巻
十
一
段
は
道

真
の
幼
少
時
か
ら
大
宰
権
帥
へ
の
左
遷
と
九
州
下
向
ま
で
を
、
中
巻
十
三
段
は
配
所
に
お
け

る
道
真
の
生
活
と
失
意
の
中
の
逝
去
、
没
後
の
数
々
の
祟
り
や
日
蔵
の
冥
土
め
ぐ
り
を
、
下

巻
十
三
段
は
北
野
社
創
建
と
数
々
の
霊
験
を
描
く
。
奥
書
に
は
元
応
元
年
（
一
三
一
九
）、
藤

原
行
長
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
諸
本
の
う
ち
、「
根

本
縁
起
」
と
称
さ
れ
る
承
久
本
の
系
譜
を
引
く
完
本
の
一
つ
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

一い
っ
ぺ
ん遍
聖ひ

じ
り

絵え
　

十
一
巻　

室
町
時
代　

重
要
文
化
財
＝
巻
一
・
二
・
四
・
九
～
十
二

＊
巻
三
・
七
・
八
甲
・
八
乙
は
後
代
補
巻

　

全
国
各
地
を
遊
行
し
な
が
ら
教
化
に
つ
と
め
た
時
宗
の
開
祖
一
遍
上
人
智
真
（
一
二
三
九
～

一
二
八
九
）
の
生
涯
を
描
い
た
絵
巻
。
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
本
は
、
清
浄
光
寺
本
（
国
宝
、
正
安
元

年
［
一
二
九
九
］、
聖
戒
編
、
十
二
巻
）
の
古
模
本
で
、
も
と
新
善
光
寺
御
影
堂
蔵
本
で
あ
る
。
巻

一
～
四
は
着
色
、
巻
七
～
十
二
は
白
描
。
必
ず
し
も
原
本
に
忠
実
な
模
写
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
新
た
に
描
き
加
え
ら
れ
た
事
物
の
ほ
か
、
清
浄
光
寺
本
で
抹
消
・
修
正
さ
れ
て
い
る

箇
所
を
抹
消
以
前
の
原
形
の
ま
ま
の
状
態
で
描
い
て
い
る
箇
所
も
存
在
す
る
。
諸
国
遊
行
の

途
次
に
お
け
る
公
家
や
武
士
・
地
方
有
力
者
と
一
遍
の
交
流
が
風
景
描
写
と
共
に
克
明
緻
密

に
描
か
れ
て
お
り
、
当
時
の
庶
民
生
活
・
風
俗
を
知
る
た
め
の
重
要
資
料
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
。

豊と
よ
の
あ
か
り明

絵え

草ぞ
う

紙し
　

一
巻　

鎌
倉
時
代　

重
要
文
化
財

　

白
描
で
調
度
や
障
屏
画
な
ど
を
緻
密
に
表
現
す
る
。
絵
様
は
引
目
鉤
鼻
の
系
統
を
引
き
、

唇
な
ど
に
わ
ず
か
に
朱
を
入
れ
る
。
若
く
し
て
中
納
言
・
左
大
将
を
兼
任
し
、
美
し
い
妻
と

男
女
両
三
人
の
子
に
恵
ま
れ
た
主
人
公
が
、
妻
を
病
に
亡
く
し
た
こ
と
で
世
の
無
常
を
悟
り

出
家
、
庵
を
結
ん
で
念
仏
三
昧
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
子
息
の
少
将
が
弟
の
若

君
の
死
を
告
げ
る
。
厭
離
穢
土
の
心
を
い
よ
い
よ
深
く
し
た
主
人
公
は
、
念
仏
の
名
号
を
唱

え
往
生
を
遂
げ
る
、
と
い
う
内
容
。
名
称
は
「
豊
明
の
よ
な
よ
な
は
」
か
ら
始
ま
る
冒
頭
部

を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
冒
頭
部
は
後
深
草
院
二
条
の
「
と
は
ず
が
た
り
」
の
一
節
と

一
致
し
て
お
り
、
他
に
も
類
似
す
る
箇
所
が
少
な
く
な
い
こ
と
、
漢
籍
・
仏
典
の
引
用
に
教

養
豊
か
な
作
者
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
絵
巻
の
詞
書
を
二
条
の
作
と
す
る
説
が
あ
る
。

祭さ
い

礼れ
い

草ぞ
う

紙し
　

一
巻　
　

室
町
時
代　

重
要
文
化
財

　

室
町
後
期
の
大
和
絵
草
紙
。
何
ら
か
の
祭
礼
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
、
詞
書
は
な
い
。

巻
頭
の
饗
応
の
場
面
は
、
室
町
後
期
に
お
け
る
会
所
（
和
歌
会
や
茶
の
湯
な
ど
種
々
の
会
合
に
用

い
ら
れ
た
座
敷
）
の
室
礼
を
描
い
た
も
の
で
、
豪
華
な
唐
物
磁
器
を
ふ
ん
だ
ん
に
飾
り
付
け
た

様
子
は
、
建
築
史
・
美
術
史
の
上
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
座
敷
の
横
に
は
風
呂
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
夏
風
呂
に
入
っ
て
茶
を
喫
す
る
淋り
ん

汗か
ん

茶ち
ゃ
の
ゆ湯

を
描
い
た
実
例
と
さ
れ
る
。
続
い
て
、

祭
礼
の
準
備
の
た
め
調
度
な
ど
を
舁
き
出
す
者
た
ち
、
盛
装
し
供
を
連
れ
た
馬
上
の
女
二
人
、

騎
馬
の
稚
児
と
甲
冑
を
身
に
着
け
て
そ
れ
に
付
き
従
う
地
下
人
た
ち
の
行
列
、
様
々
な
故
事
・

和
歌
に
題
を
と
っ
て
当
時
「
風ふ
り
ゅ
う流
」
と
よ
ば
れ
た
作
り
物
を
頭
上
に
か
つ
い
だ
人
々
の
行
列
、

ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
神
輿
を
舁
く
子
ど
も
た
ち
な
ど
が
描
か
れ
る
。

荏柄天神縁起　巻中 第十段 清涼殿落雷の事

荏柄天神縁起　巻下 第四段 内裏造営の事

豊明絵草紙

一遍聖絵　巻四

一遍聖絵　巻十

祭礼草紙



�七四 荏柄天神縁起巻中

　
第七段〔絵〕尊意鴨川渡水の事

（
23）

本
文

見
本

：
A

4
判

横
本

�一八

（
17）

一遍聖絵巻一

　
第三段〔絵〕文永八年



尊経閣善本影印集成【第 11 輯 絵巻 全 4 冊】★定期予約・分売予約募集！

【好評既刊】 図書館・研究室必備のシリーズ！　★各冊分売いたします

第 1輯 儀 式 書 全 12 冊（モノクロ網目版）	 　� （セット品切）　ISBN4-8406-2291-4
　①～⑥西宮記／⑦～⑨北山抄（品切）／⑩～⑫江次第

第 2輯 類　　　書 全 5冊（二色刷）	 � （セット品切）　ISBN4-8406-2292-2
　⑬秘府略／⑭～⑯二中歴・掌中歴（⑭品切）／⑰拾芥抄（品切）

第 3輯 古 辞 書 全 8冊（二色刷）	 � （セット品切）　ISBN4-8406-2293-0
　⑱⑲色葉字類抄（品切）／⑳節用集／�～�字鏡集／�温故知新書・童蒙頌韻

第 4輯 古 代 史 籍 全 9冊（二色刷）� セット定価 286,000 円（10％税込）　ISBN4-8406-2294-9

　�日本書紀／�～�釈日本紀／�古事記／�古語拾遺／�～�類聚国史

第 5輯 古代法制史料 全 5冊（二色刷）� セット定価 163,900 円（10％税込）　ISBN4-8406-2295-7

　�交替式・法曹類林／�政事要略／�～�類聚三代格

第 6輯 古 代 説 話 全 6冊（二色刷）� セット定価 151,800 円（10％税込）ISBN978-4-8406-2296-7

　�日本霊異記 ／�三宝絵・日本往生極楽記／�新猿楽記／�三宝感応要略録／�江談抄／�中外抄

第 7輯 平安鎌倉儀式書 全 10 冊（二色刷）� セット定価 257,400 円（10％税込）ISBN978-4-8406-2297-4

�内裏式／�本朝月令要文・小野宮故実旧例・年中行事秘抄／�雲図鈔／�無題号記録（『院御書』）・春玉
秘抄／�春除目抄・京官除目次第・県召除目記／�禁秘御抄／�局中宝／�夕拝備急至要抄・参議要抄／�
羽林要秘抄・上卿簡要抄／�消息礼事及書礼事・大臣二人為尊者儀・大要抄・大内抄・暇服事

第 8輯 平安古記録 全 11 冊（高精細カラー版）� セット定価 393,800 円（10％税込）ISBN978-4-8406-2298-1

　�～�小右記／�水左記／�台記〔宇槐記抄・宇槐雑抄・台記抄〕

第 ９輯 鎌倉室町古記録 全 10 冊（高精細カラー版）� セット定価 398,200 円（10％税込）ISBN978-4-8406-2299-8

�～�実躬卿記／�実躬卿記・宣陽門院御落飾記・後愚昧記（山門嗷訴記・実豊卿記）／�公秀公記・実隆公記・
建治三年記／�外記日記新抄／�外記日記新抄・享禄二年外記日記／��碧山日録／�蔗軒日録・盲聾記

第 10 輯 古 文 書 全 12 冊（高精細カラー版）� セット定価 380,600 円（10％税込）ISBN978-4-8406-2300-1

　�武家手鑑 付旧武家手鑑／�～�尊経閣古文書纂 諸家文書・社寺文書・編年雑纂文書� （2024 年 9月完結！）
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